
会員卓話 「ロータリーに学ぶこと」                      日高文治会員 

［ロータリーの捉え方］ 
私は「ロータリーは奉仕の団体」というシンプルな捉え方でいいと思っています。敢

えて付け加えるとすれば、原理原則的なことと、クラブ定款・細則を知っていれば十分

だと思います。 

ライオンズクラブに比べて、ロータリークラブは分かりにくいという声があります

が、その一因はロータリークラブをロータリーの内部から説明しようとするからではな

いか、という気がします。もう一つの分かりにくさは、翻訳された日本語。会員でも理

解できないロータリー用語が多い気がします。私は 2730 地区の研修会で、ある PG に質

問したことがあります。職業奉仕という言葉。いまだによくわからない。PG はそのとき

「それぞれの解釈でいいのではないでしょうか」といわれました。「ロータリーの目的」も回りくどくてわかりに

くい文言になっています。 

ロータリーには良いところが色々ありますが、ロータリーの捉え方として、私はロータリーを事業と人間形成の

視点に置いています。そうすると、退屈でなくて済みます。感覚的に楽で、自然で、納得がいくわけです。 

［ロータリーに学ぶこと……長期継続性と四つのテスト］ 

「ロータリーを勉強しないと事業は繫栄しませんよ」という部分が見え隠れします。 

その基準でロータリーに学ぶこと、注目していることは 1905 年 2 月のシカゴクラ

ブ創設以来、116 年間の長期の継続性です。これを企業の継続性に置き換えて考える

と、大変勉強になります。 

東京商工リサーチの 2018年の集計によると、倒産した企業の平均寿命は 23.9年

で、最長は製造業の 33.9年、最短は金融・保険業の 11.7 年となっています。因み

に、私たちロータリアンに年１回、「抜粋のつづり」を送ってくる熊平製作所

は今年 1 月で創業 123 年。 

継続の理由について 

 （1）「奉仕」という大義⇒企業では「理念」。超我の奉仕。 

「世のため、人のため」は人々の心を捉え、懸命になる要素がある。 

（2）安定的な集金システム⇒企業では「資金調達」。人頭分担金、ロータリー財団 

（3）時代に合わせた柔軟な対応⇒企業では「経営力・統治力、」。2016 年規定審議会

での大胆な規定改変。 

 （4）その他…➀組織体系②運営システム③緻密なルール④柔軟性 

四つのテスト…自分と他人を測るモノサシ 

私は四つのテストを会員の品性の向上、人間形成に寄与することを目的に制定された玉条と理解し、自分の言行

をチェックする基準にしていますが、四つとも満足させることは大変難しい。毎日が反省・後悔の連続です。 

他人については比較的、チェックしやすい。それだけに、自分以外については「許すことの大切さ」を心にとめ

ることにしています。これも簡単ではないです。 

四つのテストの制定は 1931 年、シカゴクラブの会員・ハーバート・テーラーの提唱、翻訳は 1954 年、東京クラ

ブの本田親男会員よるものだそうです。これも原文に忠実でないとして、新しい解釈を主張する会員もいます。 

しかし長年、日本のロータリアンの座右の銘として定着し、馴染んでいます。私はたとえ厳密には違っても、四

つのテストに関しては今の文言がいいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        市内ロータリークラブのプログラム 記帳メークアップ★11：30～12：30 ☆17：30～18：30         

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プログラム 例会場 

東 

6/3(木) 

上川ガバナー補佐訪問 サンデイズイン 令和 6/7(月) 休会 東急 REI ホテル 

北 例会中止 アートホテル 東南 
6/8(火) 

クラブ協議会 サンロイヤル 

サザン クラブフォーラム 東急 REI ホテル 城西 クラブ協議会 東急 REI ホテル 

鹿児島 

6/4(金) 

次年度クラブフォーラム 山 形 屋 西 

6/9(水) 

クラブフォーラム 山 形 屋 

ｱｶﾃﾞﾐｰ 
野井倉ガバナー補佐訪問・会員

卓話 
鹿児島大学 西南 野井倉ガバナー補佐訪問 ゆ う づ き 

中央 6/7(月) 会員卓話 山 形 屋     

 

●今後の予定 

6/9(水) 
クラブフォーラム・上川ガバナー補佐 

最終訪問 

6/16(水) 第6回クラブ協議会） 

 

●出席率 80％を目指しましょう！ 

第 2992 回例会 出席報告 

39(36)名 26 名 70.27％ 

 

四つのテスト 

言行はこれに照らしてから  

 1.真実か どうか 

 2.みんなに公平か 

 3.好意と友情を深めるか 

 4.みんなのためになるか 

どうか 

第 9 回定例理事会議事録 

①3 月収支 承認     ②山ノ内ガバナー協力金 承認 

③準会員推薦書提出の柊元修一様 承認 

④インターアクトクラブの活動 鹿児島商業高校の活動について報告 

⑤海外友好について ドイツ、フィンランドの友好クラブとウクライナの

クラブにガーゼタオルと桜の写真を送る 

⑥次年度の児童虐待防止イベント 子どもの虐待問題研究会と共催 

（報告） 6/6 のユナイテッド観戦予定を、6/2 の通常例会とする 


